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成
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十
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日
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領

答

弁

第
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閣
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平
成
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十
年
二
月
六
日
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閣
総
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大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
営
業
活
動
に
携
わ
る
労
働
者
の
具
体
的
事
例
へ
の
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
適
否
等
に
関
す
る

質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
営
業
活
動
に
携
わ
る
労
働
者
の
具
体
的
事
例
へ
の
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
適
否
等
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
課
題
解
決
型
提
案
営
業
」
及
び
「
課
題
解
決
型
の
開
発
提
案
業
務
」
に
つ
い
て
は
、
対
象
業
務
の
基
本
的
な

考
え
方
に
変
更
は
な
い
。
な
お
、
今
国
会
に
提
出
す
る
こ
と
を
検
討
中
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
案
（
仮
称
）
に
お
い
て
は
、
労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
三
十
八
条
の
四
第
一

項
第
一
号
ハ
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
観
点
で
第
百
八
十
九
回
通
常
国
会
に
提
出
し
た
労
働
基
準
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
案
か
ら
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

個
々
の
労
働
者
の
業
務
が
現
行
の
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
み
な
し
労
働
時
間
制
度
（
以
下
「
企
画

業
務
型
裁
量
労
働
制
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
同
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
対
象
業
務
（
以
下
「
対
象
業
務
」
と
い

う
。
）
又
は
労
働
政
策
審
議
会
が
昨
年
九
月
に
答
申
し
た
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
案
要
綱
（
以
下
「
法
案
要
綱
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
業

一



務
（
以
下
「
新
対
象
業
務
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
お
け
る
対
象
業
務
に
つ
い
て

は
、
そ
の
要
件
を
同
号
に
お
い
て
「
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
の
業
務
で
あ

つ
て
、
当
該
業
務
の
性
質
上
こ
れ
を
適
切
に
遂
行
す
る
に
は
そ
の
遂
行
の
方
法
を
大
幅
に
労
働
者
の
裁
量
に
ゆ
だ
ね
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
当
該
業
務
の
遂
行
の
手
段
及
び
時
間
配
分
の
決
定
等
に
関
し
使
用
者
が
具
体
的
な
指
示
を
し
な
い
こ
と
と
す

る
業
務
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
り
対
象
業
務
と
な
る
。

ま
た
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
は
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
、
「
（
一
）
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
繰
り
返
し
、
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
を
主
と
し
て
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
活
用
し
、
当
該
事
業
の
運

営
に
関
す
る
事
項
の
実
施
状
況
の
把
握
及
び
評
価
を
行
う
業
務
」
と
と
も
に
「
（
二
）
法
人
で
あ
る
顧
客
の
事
業
の
運
営
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
を
主
と
し
て
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
活
用
し
、
当
該

顧
客
に
対
し
て
販
売
又
は
提
供
す
る
商
品
又
は
役
務
を
専
ら
当
該
顧
客
の
た
め
に
開
発
し
、
当
該
顧
客
に
提
案
す
る
業
務

（
主
と
し
て
商
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供
を
行
う
事
業
場
に
お
い
て
当
該
業
務
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
」
（
以
下
「
課

題
解
決
型
の
開
発
提
案
業
務
」
と
い
う
。
）
を
新
対
象
業
務
と
し
て
追
加
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
要
件
に
該
当
す

二



る
も
の
に
限
り
新
対
象
業
務
と
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
に
関
し
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
は
、
（
一
）
に
つ
い
て
は
「
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
の
実
施
方
法
の
改

善
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
針
に
定
め
る
こ
と
」
、
（
二
）
に
つ
い
て
は
「
法
人
で
あ
る
顧
客
の
事
業
の
運
営
に
関
す

る
事
項
を
改
善
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
針
に
定
め
る
こ
と
」
、
並
び
に
（
一
）
及
び
（
二
）
に
つ
い
て
は

「
既
製
品
や
そ
の
汎
用
的
な
組
み
合
わ
せ
の
営
業
は
対
象
業
務
に
な
り
得
な
い
こ
と
及
び
商
品
又
は
役
務
の
営
業
活
動
に
業

務
の
重
点
が
あ
る
業
務
は
該
当
し
な
い
こ
と
を
指
針
に
定
め
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
大
臣
が
労
働
基
準
法
第

三
十
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
委
員
会
が
決
議
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
針
に
お
い
て

そ
の
旨
を
定
め
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
業
務
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
新
対
象
業
務
に
該
当
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
個
別
具
体
的

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
部
署
名
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
組
織
の
在
り
方
は
個
々
の
企
業
ご
と
に
様
々

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三



六
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労
働
者
に
つ
い
て
の
賃
金
、
労
働
契
約
の
期
間
、
雇
用
形
態
、
勤
続
年
数
及
び
年
齢
に

関
す
る
要
件
は
な
い
が
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
「
対
象
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め

の
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
労
働
者
」
で
あ
る
こ
と
等
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
要
件
に
該
当
す
る
労
働
者
に
限
り
、
企

画
業
務
型
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
は
、
「
対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
対
象
業
務
を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な

も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
も
の
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労
働
者
の
要
件
と
し
て
定
め
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

新
対
象
業
務
に
係
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
も
、
当
該
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
検
討
中
で

あ
る
。

十
及
び
十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
法
人
営
業
」
及
び
「
営
業
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
課
題
解
決
型
の
開
発
提
案
業
務
に
つ
い
て
は
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
は
、
「
法
人
で
あ
る
顧
客
の
事
業

四



の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
、
立
案
、
調
査
及
び
分
析
を
主
と
し
て
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
活
用

し
、
当
該
顧
客
に
対
し
て
販
売
又
は
提
供
す
る
商
品
又
は
役
務
を
専
ら
当
該
顧
客
の
た
め
に
開
発
し
、
当
該
顧
客
に
提
案
す

る
業
務
（
主
と
し
て
商
品
の
販
売
又
は
役
務
の
提
供
を
行
う
事
業
場
に
お
い
て
当
該
業
務
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）
」
と
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
り
課
題
解
決
型
の
開
発
提
案
業
務
と
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

十
二
及
び
十
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
観
点
か
ら
は
、
統
計
を
と
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
三
及
び
十
四
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三
及
び
第
三
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
み
な
し
労
働
時
間
制
度
（
以
下
「
裁
量
労
働
制
」

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
さ
ず
、
同
法
第
四
章
の
労
働
時
間
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
当

た
っ
て
の
労
働
時
間
の
み
な
し
の
効
果
が
生
じ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
同
法
第
三
十
二
条
又
は
第
三
十
七
条
第
一
項
の
違
反
と

な
る
場
合
に
は
、
同
法
第
百
十
九
条
に
よ
り
、
六
箇
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
の
対
象
と
な
る
。

な
お
、
労
働
基
準
監
督
署
の
監
督
指
導
に
お
い
て
も
、
裁
量
労
働
制
に
不
適
切
な
状
況
が
あ
れ
ば
、
指
導
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

五



十
五
に
つ
い
て

裁
量
労
働
制
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
労
働
時
間
の
み
な
ら
ず
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三

又
は
第
三
十
八
条
の
四
（
以
下
「
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三
等
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
要
件
に
つ
い
て
、
個
別
具

体
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
七
に
つ
い
て

求
職
者
が
そ
の
従
事
す
る
業
務
の
内
容
及
び
労
働
条
件
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
た
上
で
就
職
す
る
こ
と
は
、
求
職
者
を
保
護

す
る
観
点
か
ら
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
五
条
の
三
第
一
項
に
お

い
て
公
共
職
業
安
定
所
等
は
職
業
紹
介
等
に
当
た
り
求
職
者
等
に
対
し
、
労
働
条
件
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
お
り
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
求
人
者
は
求
人
の
申
込
み
に
当
た
り
公
共
職
業
安
定
所
等
に
対
し
、
労
働
条
件
を

明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
条
件
の
一
部
で
あ
る
裁
量
労
働
制
の
適
用
の
有
無
に
つ

い
て
も
、
求
人
票
に
明
示
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
八
か
ら
二
十
ま
で
に
つ
い
て

職
種
が
営
業
で
あ
る
求
人
に
つ
い
て
は
、
「
営
業
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
答
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え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
「
新
卒
」
が
例
え
ば
大
学
の
学
部
を
卒
業
し
た
労
働
者
で
あ
っ
て
全
く
職
務
経
験
の
な
い

者
を
指
す
な
ら
ば
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
契
約
社
員
及
び
最
低
賃
金
法

（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
に
基
づ
き
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
額
と
同
額
の
賃
金
額
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

労
働
基
準
法
第
三
十
八
条
の
三
等
に
規
定
す
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
現
行
の
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。

な
お
、
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
、
法
案
要
綱
に
お
い
て
は
「
対
象
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
対
象
業
務

を
適
切
に
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
知
識
、
経
験
等
を
有
す
る
も

の
に
限
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
の
対
象
労
働
者
の
要
件
と
し
て
定
め
る

こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
対
象
業
務
に
係
る
企
画
業
務
型
裁
量
労
働
制
に
つ
い
て
も
、
当
該
要
件
を
満
た
す
こ

と
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
検
討
中
で
あ
る
。

公
共
職
業
安
定
所
に
お
け
る
求
人
の
取
扱
い
に
関
し
て
は
、
裁
量
労
働
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
労
働
基
準
法
第
三
十
八

条
の
三
等
の
規
定
に
よ
り
、
労
使
協
定
等
を
行
政
官
庁
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
公
共
職
業
安

定
所
に
お
い
て
求
人
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
労
使
協
定
等
の
届
出
の
有
無
を
求
人
者
に
確
認
し
、
求
人
申
込
み
を
受

七



理
し
て
お
り
、
ま
た
、
求
人
申
込
み
の
内
容
に
法
令
違
反
の
疑
い
が
生
じ
た
場
合
な
ど
、
そ
の
求
人
に
対
し
て
職
業
紹
介
を

行
う
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
場
合
に
は
、
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
職
業
紹
介
の
保
留
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

お
尋
ね
の
「
裁
量
労
働
制
の
対
象
と
な
ら
な
い
職
種
に
つ
い
て
の
求
人
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
求
人
の
業
務
に
従
事
す
る

者
に
裁
量
労
働
制
を
適
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
、当
該
求
人
申
込
み
の
内
容
が
法
令
に
違
反
す
る
も
の
と
し
て
、

公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
は
、
職
業
安
定
法
第
五
条
の
五
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
求
人
不
受
理
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

八


